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令和７年度 第８回 西蒲区自治協議会 会議録 
 ○日時：令和７年１１月２７日（木）午後２時～午後２時４５分 

 ○場所：巻地区公民館 ３階 小ホール 

○出席者 

・委 員 

石田委員、桒原委員、上原委員、岩﨑委員、田中（隆）委員、鈴木委員、拝野委員、 

本田委員、近藤（イ）委員、後藤委員、相馬委員、大橋委員、近藤（実）委員、 

池田委員、谷原委員、原委員、岩見委員、小栁委員、吉田委員、本井文雄委員、 

田中（久）委員、佐々木（貴）委員、米山委員、滝沢委員、五傅木委員 

以上２５名 

(欠席：乙山委員、本井文吉委員、岡﨑委員、藤田委員、佐々木（寛）委員) 

 

・事務局 

区長、副区長(地域総務課長)、区民生活課長、健康福祉課長、産業観光課長、 

建設課長、岩室出張所長、西川出張所長、潟東出張所長、中之口出張所長、 

西川図書館長、西蒲区教育支援センター所長、地域総務課長補佐２名、同課係長１

名、同課職員３名 

   

  ・傍聴者１名 

 
【会議内容】 
事務局 
（瀬戸補佐） 

 ただいまより令和 7 年度第 8 回西蒲区自治協議会を開催します。 
 本日の会議資料の確認をお願いします。 
 事前に送付しました資料としまして、資料 1-1 から 1-4「各部会の会議概

要」。 
 資料 2『令和 7 年度「西蒲区感謝の集い」実施（案）』。 
 そのほか本日、机上にお配りさせていだいた資料として、次第。 
 次に参考資料「西蒲区自治協議会通信『じちきょう』第 23 号」。 
 また、地域クラブ活動体験会のチラシ。こちらについては後ほどご覧下さい。 
 最後に吉田会長からの「西蒲区内小・中学生アンケート実施提案」。資料は以

上となりますが、不足等ございましたら申し出て下さい。よろしいでしょうか。 
 それでは、これ以降の会議については、新潟市区自治協議会条例第 9 条の規

定によりまして吉田会長から議長として進行をお願いします。 
議長 
（吉田会長） 

 皆さまお疲れさまです。午前中の委員研修から参加の方、大変ありがとう

ございました。今日は天候に恵まれまして、いい日の中、バスで「にしかん

観光周遊ぐる～んバス」のコースを回ってきました。 
 運よく、弥彦駅ではゆるキャラと、自動運転バスをたまたまタイミングよ

く見れたので良かったのではないかなと思います。参加された皆さま、ご意
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見をいろいろいただいて、今後に生かしていければと思っています。 
 今日は、第 8 回ということで、あっという間にだんだん今年も終わりか

けています。 
 各部会の事業が 12 月から始まるところもありますが、また進捗報告や審

議をよろしくお願いします。 
 また、皆さまからご協力をいただきました西蒲区内小・中学校アンケート

についても後半のほうでお話ができればと思っていますので、こちらもど

んどんご意見をお願いしたいと思います。 
 それでは始めに本日の委員の出席状況と傍聴者について事務局から報告

をお願いします。 
事務局 
（瀬戸補佐） 

委員出席状況についてご報告します。委員 30 名のうち、本日の出席者は

25 名であり、過半数の出席を確認しています。従いまして、新潟市区自治

協議会条例第 9 条の会議の運営規定を満たすことをご報告申し上げます。 
 次に、傍聴については 1 名。報道はありません。 
 事務局のほうで写真撮影ならびに録音をさせていただきますので、あら

かじめご了承願います。 
議長 
（吉田会長） 

 ありがとうございました。それでは議事に入ります。 
 議事（1）、各部会の状況についてです。 
 各部会長は前回の部会の状況について、総務部会、保健福祉部会、まちづ

くり・産業部会、広報部会の順に、説明者席で報告をお願いします。 
それではまず始めに総務部会長、田中部会長お願いします。 

（田中（久）委員）  総務部会です。 
 前回は欠席者が 2 名で、8 名での会議となりました。 
 会議内容といたしましては、令和 7 年度区の自治協議会提案事業につい

て、事業スケジュール・事業タイトル・アフタートーク・展示ブースおよび

チラシについて協議を行いました。 
 チラシに載せる事業タイトルは、防災朗読劇をメインとして、情報リテラ

シーやフェイクニュースなどの表現を分かりやすく伝わりやすいものにす

ることとしました。 
 アフタートークはテーマを情報に関わるものにすることとし、出演者に

ついて提案があり、出演依頼の調整をすることとなりました。 
 展示ブースは出展者について提案があり、こちらも展示内容と出展者の

調整をすることとなりました。 
 チラシは印刷物を西蒲区に全戸配布する方向で調整することとなりまし

た。 
 それで、主な意見としましては、情報リテラシーやフェイクニュースなど

の表現が、年配の方やお年寄り、一般の方にも分かるように、分かりやすく

伝えたらどうかということ。 
 あとはアフタートークでの内容も、情報をテーマとしたものにしたらど
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うかということ。 
 アフタートークでは、一体感を持たせるということで、質問コーナーであ

るとか、クイズコーナーを行ったらどうかという提案がありました。 
 あと、展示ブースにつきましても、防災士さんや自治協委員が具体的なハ

ザードマップなどの見方を説明したらどうかというような意見がありまし

た。以上です。 
議長 
（吉田会長） 

 ありがとうございました。総務部会では 3 月 1 日、日曜日に西川多目的

ホールで開催に向けて動いているところです。こちらにつきまして、なにか

ご意見、ご質問ありますでしょうか。 
 こちら、BSN のアナウンサーにお願いをしまして、防災朗読劇というこ

とでアナウンサーが朗読をしながら、その役になった人たちがどのように

したらフェイクニュース、うそのニュース・デマ情報を防止できるかのよう

なテーマでやっていただくことで今、進んでいます。 
 フェイクニュースについては、最近も熊の案件で、実はうそだったとかい

うものがあります。 
 そういったものをどういうふうにしたら本当の情報が分かるかというよ

うな話の流れでやっていきますので、皆さまもぜひその日は空けておいて

いただければと思います。 
 これについてなにかご意見・ご質問ありますでしょうか。よろしいでしょ

うか。では引き続きよろしくお願いします。 
 田中部会長、ありがとうございました。 
 続きまして保健福祉部会、鈴木部会長、お願いします。  

（鈴木委員）  保健福祉部会です。 
 前回の会議ですが、7 名出席で話し合いまして、令和 7 年度の提案事業に

ついて、コミュニティ協議会と地域に向けた高齢者の移動支援の意識づけ

を目的としまして、今年度、勉強会を実施することとしています。 
 日程が、12 月 4 日が第 1 回目、12 月 18 日が第 2 回目と、連続して勉強

会を開くこととしています。 
 第 1 回目は、39 名参加。自治協の委員は除くと 30 名。2 回目が 35 名の

参加。各コミュニティ協議会、地域の方から参加いただく予定です。 
 場所は西川地区公民館です。 
 内容ですが、高齢者の移動支援に先進的に取り組んでいる団体による取

組みの紹介・意見交換とします。 
 講師は、南区の庄瀬地域コミュニティ協議会と、巻のまちなか微助っ人ク

ラブ。潟東西部地区ささえ愛ネット。中之口地区コミュニティ協議会です。

また、西蒲区支え合いのしくみづくりの塩澤さんにも講演をお願いするこ

ととしています。 
 それで開催案内については区内コミュニティ協議会のほか、地区社協。西

蒲区支え合いのしくみづくり推進員。区内の包括支援センターへ案内をし
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ています。 
 そのほか講師に聞きたいことや意見交換の進め方・参加者アンケートの

項目について意見交換しまして、今月の部会で最終決定します。以上です。 
議長 
（吉田会長） 

 ありがとうございました。こちらの部会の取組みにつきましては、今ほど

部会長から説明があったとおり、地域への意識づけということで、各コミ協

さんにとにかく 3 人以上の参加をお願いしました。コミ協の皆さま、ご協

力いただきましてありがとうございました。 
 2 回開催で、12 月 4 日・18 日ということで、午前 10 時から始まります。 
 こちらにつきましてなにかご質問・ご意見ありますでしょうか。 
 ぜひ、委員の皆さまも出席いただいて大丈夫なので、もし、可能な方がい

らっしゃれば事務局に伝えていただければ参加できます。こういったコミ

協さん限定というか、対象を絞ってやるということはなかなか珍しいとい

うか、自治協でも久しぶりのことだと思います。多くの方から、また委員の

人が参加することによって、コミ協さんではなく、いろいろな団体のほうに

も持ち帰られると思いますので、こちらも積極的に参加していただければ

と思います。他によろしいでしょうか。 
 鈴木部会長、ありがとうございました。 

（鈴木委員）  ありがとうございました。 
議長 
（吉田会長） 

 続きましてまちづくり・産業部会、石田部会長お願いします。 

（石田委員） まちづくり産業部会です。 
最初に西蒲コミ協応援隊伴走チームについて、各チームから報告、共有が

ありました。 
テーマは、どうしたら人を集めることができるかというようなことでし

て、イベントを通じて地域の魅力を発信しながら、そのイベントに対してど

うやって人を集めることができるか。非常に大きなテーマでもありますし、

大事なことでもあるのかなと、支援しながら考えてきました。 
そうした中でコミ協自身としては、応援隊は初めての利用でもあります

し、慣れていない面もあるのだろうと思います。けども、コミ協を伴走支援

して、コミ協の皆さまと一緒に考えられたのは良かったのではないかとい

うことと、ターゲットの明確化も必要ではないかということ。どなたから来

てもらいたいのか、学生さんから来てもらうのか、地域の人から来てもらう

のか。いろいろな議論がありました。それから背中を押してくれる人が大事

なのではないかという声が聞けました。 
最終的には地域のイベントの人の、人手不足の解消という目的ではなく

て、担い手の発掘・育成という目的もあるだろうというようなことで、地域

にとってはいかにして人に来ていただけるかという大変大きなテーマに取

り組んできたのかなと考えています。 
それからにしかん応援隊の制度の PR のため、地域情報誌へ広告を掲載



 5

して、にしかん応援隊を宣伝しようとことになりました。 
以上です。  

議長 
（吉田会長） 

 ありがとうございました。 
 この地域情報誌のことについてちょっと補足しますが、今、「OC Garden」
さんのほうでフリーペーパーを作っておりまして、来年の 1 月か 2 月だっ

たと思いますが、西蒲区全戸世帯に配布予定。そこに区長さんの取組みとか

いろいろ入るのですが、そこに応援隊の記事も入るということで話は聞い

ていますので、ぜひ、必ず皆さま手にすると思いますのでよろしくお願いし

たいと思います。 
 こちらのことにつきまして、なにか皆さまご意見・ご質問ありますでしょ

うか。 
 ぜひ、応援隊のほうも、自治協の委員の皆さまにばかり参加してよという

こともちょっとあれかもしれませんが、ぜひ仲間やいろいろな方にも声を

かけていただき、われわれ委員が応援隊という制度をやっていますよとい

うことを、グループ LINE とかあったら、一人ひとりの方が伝えていただく

ことで、人づてに広げていくことをまずやっていくことも大切かなと思い

ます。そのへんも含めて、皆さま、さらにご協力お願いできればと思いま

す。 
ほかになければ以上で終わりたいと思います。ありがとうございました。 

議長 
（吉田会長） 

それでは最後に広報部会、佐々木部会長お願いします。 

（佐々木（貴）委員）  広報部会の佐々木です。着座にて説明させていただきます。 
 広報部会については、第 4 回を 11 月 11 日に開催しました。会議内容と

いたしましては、西蒲区自治協議会通信の第 24 号の発行に向けて協議しま

した。 
 紙面の表面に、西蒲区 PR 大使の難波様と西蒲区長の対談を掲載させて

いただき、聞き手としまして吉田会長より入っていただく予定です。裏面に

ついては今年度の 3 部会の事業の報告を掲載させていただく予定です。 
 対談は、西蒲区の魅力についてお伺いするような内容を予定しています。 
 皆さまの机上にあるかと思いますが、第 23 号をこのような内容で発行さ

せていただきまして、表面に各コミ協さんのほうから行ってみてほしいお

勧め推しスポットということでご紹介いただいたところを 9 か所、載せさ

せていただいています。 
 裏面については「自治協とは」という、自治協の概要ですとか、あとは自

治協の事業であるにしかん応援隊の制度についての PR も載せさせていた

だいています。説明は以上です。 
議長 
（吉田会長） 

 ありがとうございました。 
 前回もお話ししました 23 号、素晴らしい広報紙ありがとうございます。

また、コミ協さんご協力ありがとうございました。 
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 次号も今話があったとおり、区長さんと難波さんが対談するという斬新

な取組みだと思いますので、私が聞き手になりますが、どのぐらい聞けるか

分かりませんが頑張っていきたいと思います。 
 今ほどの説明につきましてなにかご意見・ご質問等ありますでしょうか。 
 では、ないようですので、ありがとうございました。 
 それでは議事（1）を終了します。 
 続きまして議事（2）の西蒲区感謝の集いについてです。地域総務課長よ

り説明をお願いします。 
事務局 
（小林地域総務課長） 

 地域総務課長の小林です。 
 それでは資料 2 をご覧ください。令和 7 年度西蒲区感謝の集いについて

説明させていただきます。 
 この感謝の集いにつきましては、長年にわたり地域のまとめ役として活

躍された自治会長や町内会長さんに対して、市長表彰を伝達させていただ

くとともに、西蒲区の発展のために功績のあった者や、区民の模範となるべ

き行為をした者に対しまして、自治協議会長と区長連名の感謝状の贈呈を

行うということでございます。 
 感謝の意を表すために毎年開催させていただいています。 
 それで、西蒲区の感謝状の贈呈につきましては、その贈呈の時期につい

て、新潟市西蒲区における感謝状贈呈に関する施行細則第 4 条によりまし

て、西蒲区自治協議会と協議をすることと定められています。 
 そのため、今回議案にさせていただきました。 
 日程につきましては、3 月 14 日の土曜日、午後 3 時からの開催を予定し

ています。 
 なお、プログラムについては記載のとおりでございますが、7 番の催しに

つきましては現在、検討中です。 
 会場は巻文化会館の大ホール。表彰者につきましては、市長表彰の自治会

長が 3 名。それから西蒲区感謝状については、現在、自治会・コミュニティ

協議会等からの推薦をお願いしているところでございまして、このあと、審

査会を経て決定したいと考えています。 
 なお、例年はおおむね 10 名前後の表彰をさせていただいています。説明

は以上です。 
議長 
（吉田会長） 

 ありがとうございました。 
 毎年行っています感謝の集いです。今年は 3 月 14 日、土曜日の午後 3 時

からということになります。 
 こちらにつきまして、皆さま、ご意見・ご質問等ありますでしょうか。 
 それでは開催日程につきまして決定ということでよろしいでしょうか。 
 承認は拍手でお願いしたいと思います。 

（会場） （拍手） 
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議長 
（吉田会長） 

 承認ありがとうございました。 
 

事務局 
（小林地域総務課長） 

ありがとうございました。それでは 3 月 14 日の土曜日で決定させていた

だきます。 
なお、先ほど説明させていただきましたけれども、自治協議会長と、それ

から区長連名での感謝状の贈呈式でございますので、委員の皆さまからも

ご出席いただきまして、式典を盛り上げていただきたいと思いますのでよ

ろしくお願いします。 
議長 
（吉田会長） 

 ありがとうございました。 
 ぜひ、またコミ協さんのほうに推薦の依頼が行くと思いますが、推薦が最

近ちょっと年々減ってきているので、ぜひ、縁の下の力持ちと言いますか、

項目に該当する方、1 人ずつでも出していただけるといいのかなと思いま

す。 
 巻地区ではカーリンコンさんも全国大会優勝していますので、そのへん

も踏まえてまた出していただけるとありがたいと思いますのでよろしくお

願いします。ありがとうございました。 
 それでは議事（2）は終了します。「その他」の事項に入ります。 
 西蒲区の課題・地域の情報などです。 
 始めににしかん応援隊の活動実績、明るいまちづくりイルミネーション

事業について田中委員よりお願いします。 
（田中（隆）委員）  岩室駅の前でのイルミネーション、これはもう 20 年ぐらいになるでしょ

うか。応援隊は 3 名来ていただいて非常に助かりました。石田委員にも来

ていただきました。 
 それで、飾りつけというものは、本当に縁の下の力持ちのようで終わると

「ああ、こんなものか」という感じですが、本当は点灯式も参加いただくと

本当に楽しかったと思うのです。実際のところ飾りつけを私も 2 年ぐらい

やっているのですが、文字が光ると歓声が沸き上がるんですね。 
 ですからそのイルミネーションをつけてまたその文字を読んでみたり、

岩室駅の反対に文字が 4 列ばかり並んでいますが、そういう小学校を巻き

込んだこのイルミネーションをもっと広める方法がないかなと。たまたま

電車乗っていて酔っぱらった人間がふとイルミネーションを見て、岩室駅

というものは覚えたというような話もある。 
 非常にイルミネーションの効果はあると思いますので、募集シートは二

次元コードなどもう少し工夫しつつ、もう少しイルミネーションについて

も PR した方がいいかなと思いました。以上です。ありがとうございまし

た。 
議長 
（吉田会長） 

 ありがとうございました。イルミネーション、いつまで点灯ですか？ 

（田中（隆）委員）  来年 2 月の中旬までです。それで岩室駅、さびれているのですが、イル
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ミネーションがある意味、起爆剤になるかもしれないです。よろしくお願い

します。 
議長 
（吉田会長） 

ありがとうございます。ぜひ皆さま、見に行っていただければと思いま

す。 
西蒲区のホームページ、Facebook にも載っていましたけど、きれいです

ので、ぜひご覧いただきたいと思います。 
なにかご質問等ありますでしょうか。よろしいでしょうか。応援隊もまた

活用いただいてありがとうございました。 
 続きまして西蒲区内小学生アンケート実施提案の内容について、私から

説明します。 
 今日の配布資料、ちょっと字が小さくて申し訳ありませんが、何名かの方

から出していただきました。大変ありがとうございました。ちょっとまとめ

て、こういったようなご意見がありました。 
 非常にいろいろと、こういった質問もあるのだなということが分かりま

して、これを基に副会長と私ともうちょっと協議をして、12 月の本会議で

皆さまにお諮りをしたいというふうに思っていますが、ほかにこれを見て、

こういった意見も聞いてみたいなというものがもしありましたら、12 月の

5 日ぐらいまでに事務局へ。ただ、これが全部載るとはちょっと今考えてい

ないですが、でも、おもしろい意見がけっこうあるので、ちょっとそこは載

せてみようかなと思っていますし、小学校と中学校とでちょっと変えてみ

ようかなとか、これ以外にも聞きたいということも若干あるので。今日は時

間の関係上載せることはできませんでしたが、防災の面とか、あとは地域の

そういったお宝とか、スマホのこととかですね。そういった視点で非常にい

いのではないかという印象を持ちました。 
 せっかくなので、まだ時間がもうちょっとありますから、皆さまのほうで

このようなことを聞いたらいいよねとか、ここの中に入っている中でこれ

は絶対聞いたほうがいいよねみたいなものを、10 分から 15 分ぐらい皆さ

まと意見交換、議論していきたいと思います。 
 私は、住んでいる地域で好きな場所はありますかとか、将来やってみたい

仕事はありますかとか、自治協議会を知っていますかというものは当然入

れたいなと思っています。ちょっと余談になるかもしれませんが、巻東中学

校さんが地域との関わりということで、私、五傅木さんと一緒に授業をしに

行ってきたのですね。 
 私の担当は「にしかん創生会議」というもので行ったのですが、なにかイ

ベントやりたいこととかないでしょうかということで行ったのです。 
 去年は図書館。図書館で生徒たちは勉強しに行くのだけど、相談できる時

間がないので、あるといいなというところから館長さんにお伝えしたとこ

ろ、それはすぐ時間も日にちも設けて今もやっていただいています。 
 今年はイベントについてということで、ちょっと私の感想になりますが、
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聞いてもまったく反応がなかったのです。よく聞いてみると、イベント自体

参加したことがないから、疑問点が分からないということと、iPad でいろ

いろ調べたりもしてくれたのだけど、イメージがたぶん湧かなかったので

しょうね。 
 最終的には上堰潟ハロウィンまつりでおにぎりのメニューを作るという

ことで、皆さまから付箋書いてもらって出してもらって。8 人しかいなかっ

たのですけど、投票してもらって、それを実際に作って販売しました。 
 1 つ宿題を出したのですけど、それについてもやはりやったことがないの

で、分からないということも分からないというところだったと思うのです。 
 だから、思った以上に今はわりと内気なのかなと思いました。五傅木さ

ん、そうでしたよね。授業していてもなにかもう、やめたくなるような授業

だったかなと。こちらの腕がなかったということかもしれませんが。なの

で、質問内容についてもこちらは分かると思って質問を聞いても多分、何を

聞いているのか分からないということがあるので、そこはちょっと丁寧に、

説明を入れながらやったほうがいいのではないかと思いました。 
 これで意見交換というとなかなか難しいかもしれませんが、せっかくな

のでいかがでしょうか。滝沢日向子さん。 
（滝沢委員）  自分の住んでいるところのいいところ・好きなところだったりを深掘り

していきたいなと思います。 
 つまり、愛着を持っていただきたいし、それをこう変えたいなと思っても

らえる、そういった魅力のある地域にしていくという、1 つの何かヒントに

なるのではないかなとすごく感じます。以上です。 
議長 
（吉田会長） 

ありがとうございました。ほかにいかがでしょうか。 
では PTA の岩見さん。いかがでしょうか。 

（岩見委員） どれぐらいの設問の量、想定されているのかちょっと分からないので。 
議長 
（吉田会長） 

 あまりたくさんあってもだめだよね。 

（岩見委員）  特に小学生も 1 年生と 6 年生はまったく。質問自体すぐに変えたほうが

いいぐらい。ちょっと差があるので、1 年生とか。遺跡とかさっぱりちんぷ

んかんぷんだと思うので、小学生・中学生、設問変えて、小学生でも低学年・

高学年で設問を変えていかないと。 
 低学年ほど、保護者の方が答えるような対応になるのだろうなあと。本人

が答えないと。本人が答えないところに意味があるのかどうかをちょっと、

もう少し言ったほうがいいかと思いました。 
議長 
（吉田会長） 

 ありがとうございました。そうですね。低学年。低学年・中学年・高学年

まで分ける必要ないとして、1～3 年生、4～6 年生ぐらいでいいのかなと思

って。今ちょっとイメージしているものは、ホームルームとかそういったと

ころでみんなで、強制ではないのですけど、声かけしてもらえませんかのよ

うなかたちをやっていきたいなと思っているのですけど、そこはちょっと
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これからいろいろお願いに行くしかないのではと思っています。ありがと

うございます。 
ほかにいかがでしょうか。佐々木さんいかがですか。 

（佐々木（貴）委員） はい。 
議長 
（吉田会長） 

 アンケートの二次元コードの作成はお願いしますね。 

（佐々木（貴）委員） 分かりました。ありがとうございます。アンケートの質問を見させていた

だいて思ったのは、住む地域に自慢できるところありますかとか、地域のイ

ベントに参加したことがありますかとか、どのようなイベントに参加した

いですかのようなものは逆にすごく聞きたい。私が中之口の農業体験公園

で今年からイベントを開催しているのですけど、どこから来ましたかとい

うアンケートを取ると、基本的に西蒲区の方が参加していただけていなく

て、我々の PR 不足とかいろいろあるのかもしれないですけど、なかなか地

元の西蒲区の方から来ていただけていないというものもあるので、そうい

う方たちにどうアクションしたらいいのかなと悩んでいるところもあるの

で、そういう質問は聞いてみたいなと思っていました。 
議長 
（吉田会長） 

 ありがとうございました。ほかにいかがでしょうか。いかがですか。相馬

さんいかがですか。 
（相馬委員）  お疲れさまです。大変難しい設問だなと思っていて、岩見さん言ったよう

に、やはり年齢層でだいぶ違うし、会長のさっきの授業で感じたことがその

まま反映されてしまうかなと。 
結局は分からない、聞かれてもどう答えたらいいか分からないというよ

うなことにもなるかもしれないなと。ただ、そういう意味ではイエス・ノー

で答えていけるような聞き方のほうが良かったりするのかな。 
そうだとすると設問をより具体的なもので提案をしないとだめかなと思

いますし、あとはそれを一度やってみてそのこどもたちの反応によってこ

ちらのそのやり方に間違いがあったかななどを気づく場合もあると思うの

で、それはそれで大事かなと思いますけど、会長から振られたときにずっ

と、話す内容がないな、自分自身がこう、感づくことがないのですよ。 
設問を全部読みましたけど、「うん?」と思うものもあったし、やはり皆さ

まがたぶん感じている、この西蒲区でいいところ・悪いところ。 
それはこども目線でどうなのか。これはすごく大事だと思うし、あと、自

分たちがこれからここの町・村で生き続けるのか。 
自分はこの地域をよくしていくというか、この地域で生きていくのかと

いうようなところもうまく聞ければ人口増へのなにかきっかけにもなるか

もしれないという期待はあります。 
ですので、非常に質問が難しいかなというふうに感じたところまでしか

言えません。すみません。 
議長  いえ、ありがとうございました。ほかにいかがでしょうか。 
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（吉田会長）  分かりやすくして、質問は多くしないで。今、言われるようにやはり将来

ここにいたいか、どうかなということをいちばん聞いてみたいですね。 
 特に中学生になった子たちに。小学生にも。自治協は 1 期 2 年ですけど、

次の期のことはまったく言えませんが、やはりそれを毎回やっていくこと

によって、この地域はいいのだと思ってくれることがわかるのが一番の趣

旨なのかなと思っているので、そのへんを踏まえて次回、副会長と話をして

決めて、あっさりしたもので出したいと思います。 
 ほかにいかがでしょうか。せっかくなので米山さん、いかがでしょうか。 

（米山委員）  防災訓練とかいろいろ項目があると思うのですけど、これはまとめて 1
回のそのアンケートで集計される予定でしょうか。 

議長 
（吉田会長） 

 そうですね。なにを入れるかどうかというものはこれから協議になりま

すけど、防災のことも中学 3 年生に 1 個ぐらい入れてもいいのかなと思っ

ています。 
（米山委員） 例えば、学校に通っていて、ホームルームなどで「今からアンケートやっ

て」と言った時に、「防災訓練は難しかったですか」とその場で言われても、

どの防災訓練だろうとたぶん分からなくなってしまうと思うので、防災訓

練とかに関してはそういうことをしたあとに付け加えるのが妥当ではない

かなと思いました。以上です。 
議長 
（吉田会長） 

ありがとうございました。またいろいろと分かりやすい表現にしたいと

思います。得意の ChatGPT さんに聞いてみたいと思います。 
ほかにいかがでしょうか。 
初めての試みでやってみたいと思っていることなので、いろいろと難し

いことあると思いますが、先ほど言われたように、私、やってみることがい

ちばん大事だと思っているので、そのへんまた次回いろいろご意見をいた

だきまして、本当にこれができるかどうかも含めてまた皆さまで全体協議

をしたいと思います。大変ありがとうございました。 
それではそのほか、発言の申し出はございませんでしたが、西蒲区自治協

議会全体で議論したい課題、あるいは皆さまにお伝えしたい行事などがあ

りましたらご発言をお願いします。 
1 点補足です。地域クラブ活動体験会のチラシを配っていますが、後ほど

見て下さいということになりましたが、植野所長さんは所用のため会場を

出られていましたが、ことづけがありましたのでお伝えします。 
不明な点は主催・問い合わせの新潟市教育委員会学校支援課、地域クラブ

活動推進室に連絡して聞いてくださいとのことです。 
令和 8 年度から、完全に部活動は地域に移行し、午後 4 時 45 分には各学

校が終わるということになっていますのでよろしくお願いします。 
発言ほかにないですか。イベントの PR など、よろしいでしょうか。 
拝野副会長。 

（拝野委員） 潟東コミ協ですが、かもん!カモねぎまつり、先回の会議で案内させてい
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ただきましたが、おかげさまで 1 回・2 回・3 回目とある時間の中で、11 時

から 12 時のチケットがもう残り少なくて、1 回目と 3 回目は少し残ってい

ますので、まだお買い求めない方で、行かれる方は、コミ協のほうにお問い

合わせして来ていただけたらと思います。よろしくお願いします。  
議長 
（吉田会長） 

12 月 7 日、開催ということですので、詳しくは潟東コミ協さんに連絡し

てみて下さい。ありがとうございました。 
それではちょっと今日は早い感じで本会議を終わりますが、最後に岩﨑

副会長よりお願いします。 
（岩﨑委員） 副会長、岩﨑です。今日は多くの皆さまが午前中から委員研修ということ

で、ぐる～んバスのコースをまわってみました。いかがでしたでしょうか。 
私も初めて乗ってみたのですが、地元でもやはり分からないというか、初

めて行ったところもありましたし、やはり西蒲区、いろいろな風景、いいと

ころがあるなと、再度認識をしたところです。また皆さま、それぞれの組織

に戻られて、周りの方にもぜひ PR をしてご利用いただければと思います。 
そしてまたいろいろなイベントがこれからもありますので、ぜひご参加

をお願いしたいと思います。今日は本当にお疲れさまでした。ありがとうご

ざいました。  
議長 
（吉田会長） 

ありがとうございました。それでは事務局に進行をお返しします。 

事務局 
（瀬戸補佐） 

 ありがとうございました。事務局から 2 点ご連絡です。 
 1 点目。次回の区自治協の開催日程です。日程は 12 月 18 日、木曜日の

午後。会場は本日と同じ巻地区公民館で行います。 
ご案内は後ほどご連絡させていただきます。 
2 点目です。このあとの常任部会の開催についてです。 
会場は前回と同じ、総務部会は 2 階、実習室。保健福祉部会は 2 階の研

修室。まちづくり・産業部会は 3 階の視聴覚室です。 
このあと、ご移動をお願いします。 
常任部会の開催時間ですが、10 分後の 14 時 55 分を予定しています。ご

面倒でも、お手元の名立てをご持参いただき、移動して下さい。 
それでは以上をもちまして令和 7 年度第 8 回西蒲区自治協議会を終了し

ます。本日はありがとうございました。 
 
 


